
   株式会社 小林組

　環境経営レポート

　  エコアクション21

　  令和4年度

　  運用期間：令和4年8月～令和5年7月

　  発行日：令和5年10月10日



1.組織の概要と対象範囲 P.1～2

2.環境経営方針 P.3

3.環境経営目標 P.4

4.環境経営計画 P.5

5.環境経営目標に対する実績 P.6

6.環境経営計画の取組結果とその評価 P.7

7.取組結果と今後の環境経営目標及び環境経営計画　　　　　P.8

8.環境関連法規等の遵守状況の確認・評価及び違反、訴訟等の有無 P.8

9.代表者による全体の評価と見直し・指示 P.8

目　　次



(1)名称

株式会社　小林組

(2)代表者名

代表取締役　小林 秀行

(3)所在地

本　　社　　　福岡県北九州市小倉北区青葉2-7-27

(3)連絡先

電話番号　　　093-571-1136

FAX番号　　　093-571-4124

HPｱﾄﾞﾚｽ　　　http://www.koba-gumi.co.jp

(4)環境管理責任者及び担当者の氏名

環境管理責任者　　　専務取締役　小林 裕幸

(5)建設業許可

1　建設業の許可の種別　　特定建設業許可

2　許可番号　　福岡県知事　許可（特-29）　第　10290　号

3　許可の有効期間　令和4年11月27日～令和9年11月26日

4　建設業の種類

土木工事業、建築工事業、大工工事業、とび・土工工事業、

屋根工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業、塗装工事業、

防水工事業、内装仕上工事業、建具工事業、水道施設工事業、

解体工事業

(6)事業活動

上記、建設業の種類について活動している

(7)事業規模

(8)事業年度

8月～翌年7月

事務所床面積 ㎡ 98.8 98.8

売上高 百万円 897 611
従業員数 人 15 16

工事件数 件 148 125

　1.組織の概要と対象範囲

活動規模 単位
令和3年度

（2021年8月～2022年7月）

令和4年度

（2022年8月～2023年7月）
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(9)対象範囲

全組織、全活動を対象

役割・責任・権限

全体の統括、環境方針の設定、EA21実施の為の資源の準

備、全体の評価と見直し

役職

代表取締役

建設現場のエネルギー削減、産業廃棄物マニフェスト管理、

周辺環境整備

EA21文書及び記録類の作成・維持・管理、電力・車燃料・

一般廃棄物等の管理、毎月の定例会議にて活動報告

専務取締役

現場代理人

EA21事務局

全体の把握、環境経営システムを構築し運用する

代表取締役

KIZUKI建設 事務

環境管理責任者 EA21事務局
建設現場

現場代理人
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基本理念

　株式会社小林組は、地球環境問題を重要な課題としてとらえ、

建設工事を主とする事業活動において環境の保全と改善に向けて取り組み、

地域社会に貢献します。

行動指針

　株式会社小林組は、事業活動において生じる環境負荷の低減を継続的に

推進します。そのために、以下の事項を重点的に取り組みます。

1.省エネルギーの推進により、二酸化炭素の排出量の削減に努めます。

2.廃棄物排出量の抑制と分別を徹底し、リサイクルを推進します。

3.節水を推進し水使用量の削減に努めます。

4.環境に配慮した資機材を使用して作業を行います。

5.環境関連の法規・規則等を遵守します。

6.環境に優しい省エネ・エコ住宅を提案します。

7.地域貢献活動に積極的に参加し、地域とのコミュニケーションを図ります。

8.この環境経営方針は、従業員全員に周知するとともに、広く一般へ公開します。

令和3年8月2日制定

株式会社　　小林組

代表取締役　小林 秀行

環境経営方針
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※1　基準年度は令和2年度の実績値を採用

※2　本社は小林ビルの中にあり、水道メーターは共有しており目標に取り上げない。

※3　電力の排出係数は、2019年度の九州電力調整後排出係数0.371kg-CO2/kＷhを採用

※4　化学物質の使用はない

　3.環境経営目標

中長期　環境経営目標

環境目標 単位

基準年度 目標

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

2020年8月～

　2021年7月

基準年度の

1％削減

基準年度の

2％削減

基準年度の

3％削減

10,079

1 二酸化炭素排出量の削減 Kg-CO2 10,000

(1)
電力使用量

の削減

本社

kWh

(2) ガソリン使用量の削減 ℓ

現場
（仮設・現場事務所）

6,164 6,102 6,041 5,979

9,900 9,800 9,700

9,978 9,877 9,777

296 293 290

(3) 軽油使用量の削減 ℓ 1,270 1,257 1,245 1,232

299

－ －

588 582

3
産業廃棄物

コンクリート塊リサイクル100％
% 100 100 100

2
一般廃棄物

総排出量の削減
㎏ 600 594

100

4 使用水量の削減　※2 ㎥ － －

社内検査

0 0 0

6
環境に配慮した施工

（社内検査の実施）
社内検査 社内検査 社内検査

5 事故ゼロ（0） 件 0

社内検査
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1.二酸化炭素総排出量の削減
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2.一般廃棄物排出量の削減

1
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3.産業廃棄物

1

2

3

4

4.水使用量の削減

1

2

5.事故ゼロ（0）

1

2

3

6.環境に配慮した施工

1

1

　　4.環境経営計画

取組目標 活動項目 責任者 活動計画

実行

実行

LED機器、インバーター照明機器の導入 小林専務

1 電力使用量の削減

クールビズ・ウォームビズの導入 小林専務

2 ガソリン使用量の削減

省エネドライブの励行 小林専務

実行自主点検を積極的に行う 小林専務

アイドリングストップの励行 小林専務

空調の適切な温度設定 妻鹿

昼休み・休憩時間の消灯 妻鹿

残業時・空席時の不要な照明の消灯 妻鹿

長時間席を離れるとき、パソコンの電源OFF 妻鹿

小林専務

取組目標 活動項目 責任者

3 軽油使用量の削減

アイドリングストップの励行 小林専務

実行
不必要な操作をしない 小林専務

70%出力を心がける 小林専務

空ぶかしをしない

活動計画

取組目標 活動項目 責任者

一般廃棄物を分別する 妻鹿

1 廃棄紙の低減

文書の電子化により、印刷物を減らす 妻鹿

打合せの資料等はボード等を活用し、ペーパーレスを図る 妻鹿

古紙をリサイクルに出す 妻鹿

活動計画

修理できるものは、できるだけ修理して使う 小林専務

取組目標 活動項目 責任者

1 建設リサイクルの推進

建設廃棄物の分別 小林専務

建設廃棄物の再資源化 小林専務

道具を適正に使用する（必要以上の負荷をかけない） 小林専務

妻鹿
実行

節水の呼びかけを表示する 妻鹿

安全パトロールの実施 小林専務

取組目標 活動項目 責任者

実行

活動計画

活動計画

実行

活動計画

実行1 環境に配慮した施工を推進
景観への配慮・周辺環境への配慮 小林専務

騒音・振動に配慮した施工 小林専務

取組目標 活動項目 責任者

1 事故ゼロ（0）

会社安全ルールの制定 小林専務

送り出し教育・新規入場時教育の実施 小林専務

1 節水活動
水を出しっ放しにしない
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※1　基準年度は令和2年度の実績値を採用

※2　本社は小林ビルの中にあり、水道メーターは共有しており目標に取り上げない。

※3　電力の排出係数は、2019年度の九州電力調整後排出係数0.371kg-CO2/kＷhを採用

※4　化学物質の使用はない

社内検査 ○6
環境に配慮した施工

（社内検査の実施）
社内検査 社内検査社内検査

－ －

5 重大事故ゼロ（0） 件 0 0 ○

4 使用水量の削減　※2 ㎥ －－

0

242 ○

3
産業廃棄物

コンクリート塊リサイクル100％
% 100 100 ○

2
一般廃棄物

総排出量の削減
㎏ 588600

100

274 ○

(3) 軽油使用量の削減 ℓ 1,245 103 ○

(2) ガソリン使用量の削減 ℓ 293299

1,270

二酸化炭素排出量の削減 Kg-CO2 9,800

現場
（仮設・現場事務所）

6,041

　5.環境経営目標に対する実績

環境経営目標に対する実績

環境目標 単位

基準年度

目標 実績
目標達成

状況

2020年8月～

2021年7月

令和4年度
令和2年度

10,315 ×

(1)
電力使用量

の削減

10,000

10,079

6,164

9,538 ○

15,837 ×

本社事務所

kWh

9,877

1
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1.二酸化炭素総排出量の削減   実施状況：〇よくできた　×できなかった
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2.一般廃棄物排出量の削減

1

2

3

4

3.産業廃棄物

1

2

3

4

4.水使用量の削減

1

2

5.重大事故ゼロ（0）

1

2

3

6.環境に配慮した施工

1

1

6.環境経営計画の取組結果とその評価

取組目標 活動項目 責任者 実施状況 評価

1 電力使用量の削減

クールビズ・ウォームビズの導入 小林専務 〇 みんなが意識して取り組んだ

空調の適切な温度設定　（　夏26℃　冬23℃　） 妻鹿 〇 みんなが意識して取り組んだ

長時間席を離れるとき、パソコンの電源OFF 妻鹿 〇 みんなが意識して取り組んだ

LED機器、インバーター照明機器の導入 小林専務 〇 みんなが意識して取り組んだ

昼休み・休憩時間の消灯 妻鹿 〇 みんなが意識して取り組んだ

残業時・空席時の不要な照明の消灯 妻鹿 〇 みんなが意識して取り組んだ

2 ガソリン使用量の削減

省エネドライブの励行 小林専務 〇 みんなが意識して取り組んだ

自主点検を積極的に行う 小林専務 〇 みんなが意識して取り組んだ

アイドリングストップの励行 小林専務 〇 みんなが意識して取り組んだ

空ぶかしをしない 小林専務 〇 みんなが意識して取り組んだ

取組目標 活動項目 責任者 実施状況 評価

3 軽油使用量の削減
不必要な操作をしない 小林専務 〇 みんなが意識して取り組んだ

効率良い作業を行う 小林専務 〇 みんなが意識して取り組んだ

アイドリングストップの励行 小林専務 〇 みんなが意識して取り組んだ

古紙をリサイクルに出す 妻鹿 〇 みんなが意識して取り組んだ

一般廃棄物を分別する 妻鹿 〇 みんなが意識して取り組んだ

1 廃棄紙の低減

文書の電子化により、印刷物を減らす 妻鹿 〇 みんなが意識して取り組んだ

打合せの資料等はボード等を活用し、ペーパーレスを図る 妻鹿 〇 みんなが意識して取り組んだ

取組目標 活動項目 責任者 実施状況 評価

1 建設リサイクルの推進

建設廃棄物の分別 小林専務 〇 みんなが意識して取り組んだ

建設廃棄物の再資源化 小林専務 〇 みんなが意識して取り組んだ

道具を適正に使用する（必要以上の負荷をかけない） 小林専務 〇 みんなが意識して取り組んだ

修理できるものは、できるだけ修理して使う 小林専務 〇 みんなが意識して取り組んだ

取組目標 活動項目 責任者 実施状況 評価

1 節水活動
水を出しっ放しにしない 妻鹿 〇 みんなが意識して取り組んだ

節水の呼びかけを表示する 妻鹿 〇 みんなが意識して取り組んだ

取組目標 活動項目 責任者 実施状況 評価

1 事故ゼロ（0）

会社安全ルールの制定 小林専務 〇 みんなが意識して取り組んだ

送り出し教育・新規入場時教育の実施 小林専務 〇 みんなが意識して取り組んだ

安全パトロールの実施 小林専務 〇 みんなが意識して取り組んだ

みんなが意識して取り組んだ

騒音・振動に配慮した施工 小林専務 〇 みんなが意識して取り組んだ

取組目標 活動項目 責任者 実施状況 評価

1 環境に配慮した施工を推進
景観への配慮・周辺環境への配慮 小林専務 〇
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1 二酸化炭素排出量の削減

(1)電力使用量の削減　前年同期に比べて工事量が大幅に増加となり電力使用量が

　未達となった。引き続き、照明、エアコンの省電力活動を継続推進する。

(2)ガソリン使用量の削減　前年にくらべ、軽トラの使用が減ったため、

目標を達成できた。継続推進する。

(3)軽油使用量の削減　前年にくらべ、高所作業車の使用が減ったため、

目標を達成できた。継続推進する。

2 一般廃棄物の総排出量の削減　リサイクル活動により目標を達成した。

　　　　　 引き続き、継続して取り組む。

3 産業廃棄物の建設リサイクル推進　リサイクル活動に取り組み、目標を達成した。

 　　　　  引き続き、継続して取り組む。

4 事故はゼロであった。継続して、事故ゼロを推進する。

5 環境に配慮した施工の推進　工事前のミーティングにより周辺への振動・騒音等

　　　　に対する配慮を行った。継続して取り組む。

当社が遵守しなければならない主な環境関連法規等は次の通りです。

〇廃棄物処理法　〇建設リサイクル法　〇建築基準法　〇騒音規制法　〇振動規制法

〇フロン排出抑制法等。

環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

尚、関係当局よりの違反の指摘、利害関係者からの訴訟等もありません。

おかげさまで、エコアクション21の初めての更新審査を無事に

迎えることができました。

エコアクション21の取り組みを通して、社員の環境に関する意識が向上したと

いえます。

　目標未達成は、夏の暑さによるものと思われます。

全社員、それぞれが目標達成に向け、創意・工夫する前向きな姿勢が見られました。

今後も、目標達成に向かい、全社員一丸となり、エコアクション21の取り組み

を継続していくこととします。

　7.取組結果と今後の環境経営目標及び環境経営計画

　8.環境関連法規等の遵守状況の確認・評価及び違反、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訴訟等の有無

　9.代表者による全体の評価と見直し・指示
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